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椙
原
文
書
は
、
福
岡
県
粕
屋
郡
志
免
町
、
西
念
寺
住
職
椙
原
学
者
氏
の
所
蔵
に
か
か
り
、
も

と
旧
藩
時
代
は
萩
藩
大
組
士
で
あ
っ
た
同
家
伝
来
の
古
文
番
で
あ
る
。
建
武
三
年
(
一
三
三
六
)

を
最
古
に
、
近
世
末
ま
で
総
点
数
二
百
通
を
越
え
る
も
の
で
、
こ
こ
で
は
慶
長
末
年
に
至
る

四
十
三
点
の
無
謬
関
係
文
書
を
紹
介
す
る
。
本
文
書
は
去
三
十
七
年
よ
り
数
度
に
わ
た
っ
て
採

訪
し
て
、
概
要
と
若
干
通
に
つ
い
て
は
、
「
山
口
県
地
方
史
研
究
」
 
(
十
五
号
)
に
紹
介
し
た

が
、
「
萩
藩
閥
閲
録
」
巻
六
十
八
所
収
、
杉
原
与
三
右
衛
門
忠
良
差
出
文
書
は
、
本
文
書
の
一

部
で
あ
り
、
そ
の
原
本
に
当
る
も
の
で
あ
る
。
・

 
椙
原
氏
は
、
そ
の
系
図
に
よ
れ
ば
、
些
事
備
後
国
警
原
氏
の
一
族
で
あ
る
。
所
謂
「
杉
原
系

図
」
と
そ
の
系
図
を
比
較
す
れ
ば
、
.
 
大
体
に
お
い
て
一
致
を
見
、
現
存
最
古
の
建
武
三
年
の
軍

忠
状
に
見
え
る
椙
原
光
良
の
系
統
で
は
な
い
が
、
そ
の
祖
親
平
と
は
兄
弟
の
関
係
か
ら
、
光
良

の
文
書
が
伝
来
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
椙
原
氏
本
宗
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
史
料
は
残
っ
て

い
な
い
が
、
南
北
朝
・
室
町
時
代
に
お
け
る
有
力
な
在
地
豪
族
と
し
て
備
後
国
内
に
勢
力
を
伸

展
さ
せ
た
。
当
椙
原
氏
は
備
後
国
神
辺
城
主
(
広
島
県
神
辺
町
)
と
し
て
深
津
.
 
安
那
郡
を
支

配
下
に
治
め
て
い
た
。
現
存
の
文
書
で
は
所
領
関
係
は
見
出
さ
れ
な
い
。

毛
利
氏
と
の
関
係
が
生
じ
た
の
は
明
ら
か
で
は
な
隙
、
「
残
太
平
記
」
委
＋
七
年
(
一

五
四
八
)
の
条
に
、
備
後
山
手
城
主
・
畑
原
豊
後
守
忠
興
が
毛
利
氏
と
合
戦
し
た
と
見
え
る

が
、
本
文
書
並
び
に
系
図
に
よ
っ
て
三
原
氏
の
祖
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
二
子
盛
重

に
至
っ
て
毛
利
元
就
に
属
し
た
た
め
、
椙
原
氏
の
本
家
を
嗣
い
だ
と
系
図
に
記
さ
れ
る
の
で
、

盛
重
よ
り
毛
利
氏
の
摩
下
に
従
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
天
文
十
七
年
と
推
定
さ
れ

る
、
塗
立
輝
元
連
署
書
状
写
(
十
六
号
)
以
後
、
毛
利
氏
関
係
文
書
が
増
加
す
る
。
な
お
伊
予

国
の
河
野
氏
関
係
の
文
書
も
残
さ
れ
て
い
る
が
、
平
谷
の
孫
蝿
捕
は
、
は
じ
め
河
野
通
宣
に
属

し
た
こ
と
が
系
譜
に
見
え
る
の
で
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
と
な
る
。
の
ち
吉
川
元
春
に
従
っ

た
と
伝
え
て
い
る
。
盛
重
の
系
統
は
そ
の
子
の
兄
弟
間
の
内
紅
に
よ
っ
て
断
絶
し
、
春
良
の
系

統
に
伝
え
ら
れ
た
。
春
良
の
遜
譲
良
は
小
早
川
隆
景
、
毛
利
輝
元
に
伝
え
、
後
正
保
二
年
(
一

六
四
五
)
浪
人
し
、
そ
の
子
就
良
が
慶
安
二
年
(
一
六
四
九
)
改
め
て
毛
利
家
に
仕
官
し
て
明

治
に
至
っ
た
と
云
う
。
僧
家
に
な
っ
た
の
は
そ
の
後
で
あ
る
。

 
現
存
文
書
は
、
南
北
朝
期
と
戦
国
末
期
の
も
の
と
二
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
が
、
南
北
朝
の

も
の
は
、
二
号
、
十
二
号
、
十
三
号
の
三
通
を
除
い
て
は
、
案
文
ま
た
は
写
し
で
あ
る
。
と
く

に
貞
和
三
年
(
＝
二
四
七
)
の
四
・
五
号
文
書
は
、
備
後
の
浄
土
寺
文
書
に
同
文
の
も
の
が
あ

り
、
書
体
・
紙
質
か
ら
見
て
、
あ
る
い
は
当
時
の
案
文
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
花
押
輪
郭
の

影
写
が
あ
る
の
で
、
後
代
、
歎
賞
氏
子
孫
の
手
に
よ
っ
て
写
し
留
め
ら
れ
た
と
見
る
べ
ぎ
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
浄
土
寺
文
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
椙
原
氏
が
そ
の
使
節
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
案
文
が
当
家
に
伝
来
し
て
も
何
ら
疑
問
は
な
い
。
九
、
十
号
の
各
文
書
は
、
元
文
四
年
(

一
七
三
九
)
の
書
上
に
も
載
せ
ら
れ
て
居
り
(
書
上
の
控
書
が
当
家
に
残
存
)
、
年
不
詳
九

月
二
日
付
某
書
状
(
近
世
文
書
に
付
き
省
略
)
に
よ
れ
ば
、
元
緑
末
年
の
頃
、
足
利
尊
氏
御
判

の
感
状
、
軍
忠
状
を
藩
主
の
上
覧
に
備
え
た
こ
と
が
見
え
る
の
で
、
こ
の
頃
ま
で
は
存
在
し
た

ら
し
い
。
別
の
記
録
に
は
享
保
頃
に
焼
失
し
た
の
で
写
し
を
作
製
し
た
と
も
伝
え
る
が
明
ら
か

で
は
な
い
。
こ
の
史
料
は
と
も
に
、
 
『
大
日
本
史
料
』
に
「
福
山
志
料
」
所
引
と
し
て
収
録
さ

れ
て
い
る
。
六
、
七
、
八
号
は
い
つ
れ
も
足
利
尊
氏
、
直
義
よ
り
島
津
貞
久
に
宛
て
た
も
の
で

あ
っ
て
、
文
章
、
書
体
は
と
略
か
く
と
し
て
明
ら
か
に
後
代
の
写
し
で
あ
る
。
 
『
島
津
文
書
』

(
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
十
六
)
に
も
こ
れ
ら
が
見
え
る
の
で
、
何
ら
か
の
機
会
に
写
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
椙
原
氏
と
の
関
係
は
薄
い
。

 
戦
国
期
の
も
の
は
、
大
友
馬
副
一
通
、
毛
利
元
就
二
通
、
吉
川
元
春
二
通
、
小
早
川
隆
景
六

通
、
毛
利
瞳
元
八
通
、
毛
利
氏
関
係
が
多
く
、
差
置
氏
が
毛
利
氏
の
家
臣
に
編
こ
ま
れ
て
行
く

過
程
が
窺
え
よ
う
。
熊
谷
氏
(
安
芸
国
)
河
野
氏
(
伊
予
国
)
等
も
ふ
く
ま
れ
る
が
写
し
が
多

い
。

一、

ｫ
利
尊
氏
下
文
写

「
晦
漁
掛
和
書
御
判
物
・
御
奉
書
写
」
所
収
、
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尊
氏
転

勤
 
 
 
 
 
 
 
椙
原
又
二
郎
為
平

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
可
令
旨
領
知
備
後
国
木
無
庄
地
頭
職
之
事

 
右
人
為
勲
功
賞
、
所
宛
行
也
、
者
守
先
例
可
被
沙
之
汰
状
如
件

 
 
 
建
武
三
年
三
月
四
日

 
 
.
 
二
、
三
原
小
三
郎
光
良
軍
忠
状

雪
原
小
三
郎
光
良
申

，
一
、
今
年
磯
正
月
＋
六
日
・
馬
 
百
合
戦
書
忠
節
＋
六
日
之
分
取
之
条
1
1
真

 
 
五
郎
左
衛
門
尉
見
知
了

一、

�
誌
¥
日
、
打
出
西
宮
合
戦
抽
忠
節
畢

一、

ﾜ
月
十
八
日
、
備
中
国
福
山
合
戦
抽
忠
節
之
条
、
高
尾
張
権
守
見
知
了

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
高
師
彊
)

一、

ｯ
氏
五
日
、
摂
津
国
兵
庫
浦
合
戦
之
時
、
抽
忠
節
御
敵
討
取
之
条
、
執
事
御
見
知
了

一、

Z
月
六
日
、
山
責
之
時
、
致
忠
勤
追
上
御
敵
之
条
、
仁
木
伊
賀
守
殿
見
知
了

 
ご

口
、
同
廿
六
日
、
夜
討
之
時
、
抽
忠
節
追
返
御
敵
了

ハ
 
 
す
ね

一、

ｯ
晦
日
、
於
近
衛
河
原
先
発
之
分
取
之
条
、
執
事
御
見
知
了
、
然
早
賜
御
判
、
欲
備
末

 
 
代
亀
鏡
、
以
此
旨
可
有
官
披
露
候
(
恐
憧
謹
言

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上

 
 
 
 
建
武
三
年
七
月
五
日
 
 
 
 
 
平
光
良
 
 
(
裏
花
押
)

進
上
御
奉
行
所

 
 
 
 
 
 
 

(
花
押
)

 
 
三
、
足
利
尊
氏
御
教
書
写

 
 
 
 
へ
 
 

備
後
国
木
無
庄
地
頭
職
事
、
渇

仰
執
達
如
件

 
 
 
建
武
三
年
十
二
月
廿
四
日

 
 
 
 
 
朝
山
二
郎
左
衛
門
殿

御
下
文
、
紅
藍
沙
汰
付
椙
原
叉
二
郎
蜘
平
之
状
、
依

ハ
 
 
 
ぬ
 

武
蔵
権
守

 
 
 
四
、
三
原
親
光
注
進
状
案

 
備
後
国
浄
土
寺
塔
婆
造
営
事
、
自
去
二
月
廿
七
日
有
事
始
二
重
被
組
立
之
、
為
造
作
最
中
鍛

冶
、
高
野
領
当
国
太
田
軍
民
預
所
大
夫
房
罫
鞠
雪
堤
五
郎
平
蜘
濃
船
霊
相
語
近
隣
悪
党
人
等
今
月

一
日
乱
入
當
寺
敷
地
尾
道
浦
堂
崎
百
姓
住
宅
、
擬
致
追
捕
研
削
之
間
、
依
之
被
閣
造
作
候
、
凡

就
当
寺
塔
婆
事
、
云
新
所
、
云
寺
中
致
警
固
、
可
注
進
造
営
成
否
之
旨
、
被
成
下
御
教
書
之
上

者
、
令
退
治
彼
等
悪
行
、
可
成
造
営
功
之
由
、
寺
家
頻
錐
被
申
子
細
、
為
新
所
外
狼
籍
之
胤
、

撫
左
右
難
退
治
之
候
、
此
条
可
為
何
様
候
哉
、
以
此
旨
可
有
御
披
露
候
、
島
外
謹
言
、

 
 
 
 
貞
和
三
年
五
月
十
六
日
 
 
民
部
丞
親
光
(
裏
花
押
)

 
 
畠
ヒ
燭
4
凸
 
 
翌
-
ぎ
訂
二
f
'
↑

 
 
訂
，
」
 
 
行
裏
千
功

 
 
 
五
、
大
学
頭
某
書
下
案

 
備
後
国
浄
土
寺
利
生
塔
雑
掌
三
明
申
、
當
寺
田
地
回
道
浦
三
崎
事
、
重
訴
状
如
此
、
髪
如
注

進
状
者
、
為
祈
所
外
之
調
力
難
致
沙
汰
之
候
、
所
詮
寺
家
為
塔
婆
在
所
之
上
者
、
歪
狼
籍
人

者
、
争
膨
満
其
功
哉
、
否
宮
平
太
郎
相
共
在
彼
地
追
出
大
夫
房
下
堤
五
郎
以
下
輩
、
全
寺
家
管

領
、
可
専
造
営
、
縦
毎
度
難
不
被
仰
下
、
二
曲
狼
閑
人
出
現
風
連
者
、
不
過
時
剋
馳
向
退
治
之
、

載
起
請
之
詞
分
明
可
被
壬
申
警
固
人
、
若
角
無
沙
汰
之
儀
者
、
不
可
遁
罪
科
之
状
、
依
仰
執
達

耳
語

 
 
貞
和
三
年
六
月
十
日
 
 
 
 
 
 
大
学
頭
(
花
押
影
)

 
 
 
 
 
 
ヘ
ル
 
 

 
 
 
 
椙
原
民
部
織
殿

 
 
 
 
 
 
 
へ
 
こ

 
 
 
六
、
足
利
阿
仁
書
状
写

 
鎮
西
合
戦
之
次
第
、
委
細
承
候
畢
、
早
速
静
諦
之
候
、
為
潮
候
、
且
注
進
状
之
趣
殊
奏
聞
候

 
了
、
恐
ζ
謹
言

 
 
 
 
 
六
月
十
日
 
 
 
 
 
 
高
氏
(
花
押
)

 
 
 
 
(
貞
久
)

 
 
嶋
津
上
総
入
道
殿

 
 
 
 
〔
注
〕
色
川
本
島
津
文
書
(
大
日
本
史
料
六
編
ノ
一
所
収
)
と
同
文

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
七
(
足
利
高
氏
感
状
写

 
令
対
治
大
隅
薩
摩
凶
徒
等
、
上
洛
之
条
、
殊
神
妙
也
、
急
可
馳
参
避
状
如
件

 
 
 
 
 
八
月
二
日
 
 
 
 
 
 
 
高
氏
(
花
押
)

 
 
嶋
津
上
総
入
道
殿

 
 
 
八
、
足
利
直
義
御
鞘
教
童
日
写

 
薩
摩
国
凶
徒
詠
伐
事
、
差
遣
子
息
可
合
力
一
三
、
仰
一
色
少
輔
太
郎
入
道
之
処
、
申
子
細
干

写
糊
事
行
云
ぐ
、
皐
月
可
相
談
之
、
且
亦
如
元
可
相
催
日
向
国
勢
之
由
、
被
仰
付
畠
山
修
理
亮

畢
、
彼
寡
黙
船
越
皇
籍
忠
節
也
、
愛
今
月
五
日
楠
木
帯
刀
・
同
権
次
郎
・
和
田
新
弛
憶
脱
眺
舎

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
 
 
じ

第
新
兵
衛
尉
以
下
凶
徒
数
百
人
於
河
州
佐
良
之
北
四
条
所
詮
留
也
、
此
上
吉
野
退
治
不
可
有
子

細
見
状
如
件
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(
足
利
直
義
一

 
 
貞
和
四
年
正
月
十
二
日
 
 
 
 
 
(
花
押
)

 
 
 
(
貞
久
｝

嶋
津
上
総
入
道
殿

 
 
九
、
足
利
尊
氏
袖
判
官
途
挙
状
写

 
尊
氏
 
 
御
判

椙
原
彦
次
郎
為
憲
 
望
申
官
途
事

 
 
隼
人
佑

右
預
御
吹
挙
為
許
任
言
上
如
件

 
観
応
二
年
二
月
日

 
 
 
〔
注
〕
本
文
書
「
閥
閲
録
」
巻
六
十
七
、
高
須
惣
左
衛
門
所
蔵
文
書
に
同
文
あ
り
。

 
.
 
，
十
、
足
利
尊
氏
袖
判
下
交
写

 
 
尊
氏
御
判
 
○
「
義
詮
(
花
押
)
」
 
(
『
大
日
本
史
料
』
所
引
「
福
山
志
料
」
所
収
文

 
 
 
 
 
 
 
書
に
よ
る
。
)

下
 
椙
原
彦
太
郎
信
平

 
可
令
早
領
知
備
後
国
福
田
庄
・
高
洲
地
頭
職
事

右
転
人
、
為
勲
功
之
臥
所
宛
行
也
、
守
先
例
、
可
致
沙
汰
之
状
如
件

 
観
応
二
年
二
月
十
二
日

 
 
 
〔
注
〕
右
の
高
須
三
左
衛
門
家
文
書
に
も
義
詮
公
御
判
と
し
て
い
る
。

 
 
十
一
、
足
利
尊
氏
軍
勢
催
促
状
写

 
 
 
 
 
(
足
利
義
詮
)

備
後
国
凶
徒
退
治
事
、
所
差
遣
岩
松
禅
師
房
頼
宥
也
、
早
雪
発
向
、
可
抽
忠
節
之
状
如
件
、

 
 
 
観
底
三
年
六
月
廿
三
日
尊
氏
御
判
(
義
詮
が
正
し
い
)

 
 
杉
原
千
代
松
丸
殿

 
 
，
 
.
 
(
光
信
)

 
 
 
 
 
 
 
 
〔
注
〕
右
の
高
洲
惣
左
衛
衛
門
家
文
書
に
同
文
あ
り
。

 
 
十
二
、
足
利
義
詮
御
感
御
教
書

今
度
攻
上
京
都
、
致
忠
節
之
条
、
尤
以
神
妙
也
、
弥
可
抽
戦
功
之
状
如
件

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
O
足
利
義
詮
)

 
 
 
文
和
二
年
八
月
七
日
 
 
(
花
押
)

 
 
乙
原
小
三
郎
左
衛
門
乱
射

 
 
 
 
(
光
良
)

 
 
 
 
 
 
 
 
〔
注
〕
本
文
書
表
装
の
時
切
り
約
め
し
跡
あ
り
。

 
 
十
三
、
.
 
細
川
頼
之
書
下

 
 
 
(
前
欠
)
 
〔
注
〕
表
装
の
折
り
、
切
り
た
る
も
の
の
如
し
。

造
営
料
所
之
由
、
所
被
仰
之
也
、
更
不
可
有
遅
怠
層
状
、
依
仰
執
達
如
件

 
 
 
延
文
五
年
四
月
一
日
 
右
馬
頭
(
花
押
)
(
細
川
頼
之
)

 
 
椙
原
小
三
郎
左
衛
門
入
道
殿

 
十
四
、
大
友
義
鎮
書
状
(
切
紙
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
大
内
家
)
 
 
 
(
大
内
)

毛
利
元
就
父
子
別
而
被
申
談
之
由
、
尤
肝
要
候
、
防
塁
零
雨
、
義
長
塚
督
之
儀
、
義
鎮
存
知

同
前
候
、
弥
毎
事
御
入
魂
可
為
祝
着
候
、
三
年
三
共
可
申
候
、
恐
々
謹
言

 
 
 
 
卯
月
六
日
 
 
 
義
鎮
(
花
押
)

 
 
 
杉
原
職
礎
守
殿
 
 
「
閥
直
穿
」
巻
六
十
八
に
は
、
こ
の
文
書
の
年
代
を
天
文
二
十

 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
注
〕
二
年
か
と
す
る
。
但
し
義
鎮
の
花
押
編
年
に
よ
れ
ば
廿
四
年

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以
降
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
 
十
五
、
毛
利
元
就
書
状
(
切
紙
)

対
両
人
御
状
令
披
見
候
、
三
舟
留
三
儀
申
候
処
、
別
堅
固
被
仰
付
之
由
候
、
殊
御
方
舟
本
御

逗
留
之
由
三
三
、
祝
着
候
、
咽
喉
肝
要
之
儀
候
条
、
猶
以
無
緩
様
御
入
三
図
為
喜
悦
候
、
御

方
慧
申
状
候
、
何
様
自
書
可
申
述
候
条
、
先
閣
筆
候
、
恐
く
謹
言

 
 
 
六
月
十
一
巴
 
 
 
元
三
(
花
押
)

 
 
 
 
 
 
 

 
杉
原
太
郎
左
衛
門
殿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
御
宿
所

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
注
〕
 
「
閥
閲
㎞
録
W
巷
」
六
十
八
所
収
」

 
 
十
六
、
毛
利
元
就
、
輝
元
連
署
影
写

 
 
へ
が
 
 
 

今
度
神
辺
不
慮
出
来
候
処
、
別
而
以
御
馳
走
事
故
、
縣
上
切
取
候
、
御
入
魂
□
通
盛
重
息
弥

(
元
盛
)
 
 
(
景
盛
》
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
杉
原
)

八
郎
、
又
次
郎
所
∠
被
申
越
候
、
祝
着
此
如
候
、
委
細
書
誤
重
可
被
申
候
馬
恐
ζ
謹
言
、

 
(
.
 
天
文
十
七
年
力
)

 
 
 
八
月
廿
五
日
越
 
 
 
還
元

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
元
就

 
 
 
村
上
左
衛
門
太
夫
殿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
御
宿
所

 
 
十
七
、
吉
川
元
春
書
状
写

昨
日
至
此
表
打
過
候
、
艇
而
其
元
可
陣
易
候
、
与
譜
表
眼
帯
、
弥
被
 
聞
申
儀
候
也
、
可
為

 
 
 
 
 
 
 

祝
着
候
、
盛
重
至
三
唱
心
落
候
之
旨
、
厚
塗
祝
着
候
、
弥
可
被
申
談
事
肝
要
候
、
恐
ぐ
謹
言
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八
月
廿
五
日

湯
 
 
弾
正
忠
心

駿
河

元
春

 
十
八
、
吉
川
元
春
加
冠
状

 
加
冠
 
 
与
三

天
文
廿
三

 
 
拾
二
月
廿
九
日

 
 
 
 
 
 
 
 
元
春
(
花
押
)

 
杉
原
千
寿
殿

 
 
 
(
春
-
艮
)

 
 
十
九
、
吉
川
元
春
書
状
写

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ボ
ゆ
 

熊
申
候
、
此
表
之
儀
、
昨
日
十
八
至
四
割
取
懸
濁
、
即
時
二
可
□
之
条
、
吉
左
右
瞭
而
立
申

 
 
 
(
マ
・
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
杉
腺
X
「
、
こ

入
候
、
弥
福
之
被
仰
談
堅
固
之
御
番
肝
要
候
、
南
条
計
錐
逆
意
候
一
円
無
理
趣
候
、
二
重
極

道
其
外
人
数
相
副
小
森
・
山
田
以
下
差
出
候
鳥
、
弥
不
可
有
害
儀
候
間
、
可
御
心
入
候
、
何

 
 
 
 
(
小
肇
川
)

も
御
方
父
者
隆
景
申
談
相
町
彫
差
上
候
間
、
其
時
可
申
入
候
、
恐
々
謹
言

 
 
 
 
十
二
月
十
七
日
 
 
 
 
 
 
 
元
春

 
 
同
坐
参

二
十
、
小
早
川
隆
景
書
状

 
 
(
後
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
方
 
々
)

そ
の
の
地
は
、
は
る
か
に
久
し
く
申
う
け
た
ま
は
り
候
は
す
候
、
き
ん
ね
ん
は
、
は
う
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
在
 
陣
)

 
 
 
 
 

ゆ
み
や
し
け
く
候
て
、
さ
い
ち
ん
ゆ
へ
文
に
て
さ
へ
由
軍
事
も
候
は
て
、
く
ち
を
し
く
候
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
熊
谷
レ
蔵
)

さ
て
は
そ
れ
さ
ま
の
御
事
、
や
と
ひ
申
た
き
と
の
、
の
ふ
な
お
へ
申
事
候
、
ひ
と
へ
に
御
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
元
就
父
子
)
 
 
 
 
 
(
同
 
然
)

同
 
心
)

う
し
ん
御
う
れ
し
く
ま
い
ら
せ
候
、
も
と
就
ふ
し
の
事
も
と
う
せ
ん
の
申
さ
れ
事
候
、
五
里

 
 
 
 
 

う
御
れ
う
人
の
事
、
よ
う
せ
う
よ
り
御
と
り
そ
た
て
の
事
書
ま
ま
、
こ
の
と
き
い
ま
一
た
ん

御
と
と
け
候
へ
か
し
と
そ
ん
し
候
、
く
わ
し
く
は
の
ふ
な
お
へ
申
候
、
め
て
た
く
か
し
く
。

 
 
 
 
五
月
六
日
 
 
 
 
 
 
た
か
景
(
花
押
)

 
 
(
切
封
墨
付
)

御
つ
ほ
ね
参
申
給
へ
 
 
 
 
 
 
 
又
四
郎
た
か
景

 
 
 
〔
注
〕
五
コ
御
寮
人
(
宍
戸
隆
家
妻
)

二
十
一
、
小
早
川
隆
景
書
状
(
折
紙
)

御
状
到
来
祝
着
候
、
目
代
構
之
儀
、
去
十
三
日
落
去
之
由
、
尤
太
慶
候
馬
弥
可
被
及
御
行
之

由
候
間
、
重
畳
候
可
為
御
勝
利
候
、
次
大
筒
今
耳
管
被
留
置
之
由
、
御
理
得
其
意
候
、

 
 
 
 
へ
河
野
)

伜
辛
労
之
旨
通
直
被
加
御
意
過
分
候
、
可
預
御
心
得
候
、
恐
く
謹
言

 
 
(
.
 
天
正
十
二
年
ヵ
)

 
 
 
 
八
月
廿
一
日
 
 
 
 
 
 
 
 
三
景
(
花
押
)

 
 
 
 
 
 
 
(
ス
レ
テ
堵
碗
メ
.
 
ス
、
閥
閲
録
ニ
ヌ
ツ
テ
補
ウ
)

 
 
 
杉
原
太
廊
左
衛
門
殿
一
御
一
返
塞

望
月

 
 
二
十
二
、
小
早
川
隆
景
書
状

錐
為
少
事
、
毎
年
合
力
之
辻
、
来
春
以
下
地
堅
固
可
申
付
候
、
嬰
元
在
陣
故
、
年
内
臨
滞
之

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
血
ハ
一
口
だ
駒
控
.
 
・
家
)

段
、
可
預
御
分
別
候
、
自
五
龍
切
ぐ
承
候
、
聯
彼
御
油
断
無
常
、
右
趣
候
条
対
我
等
御
納
得

 
い
 

干
要
候
、
恐
ζ
謹
言

 
 
(
永
禄
＋
年
力
)

 
 
 
十
月
廿
五
日
 
 
 
 
隆
景
(
花
押
)

 
 
杉
原
内
蔵
丞
殿
御
宿
所

(
端
麗
外
耳

「
杉
原
内
蔵
丞
殿

小
早
川
隆
景
」

 
 
二
十
三
、
小
早
川
隆
景
書
状
(
自
筆
力
)
 
(
折
紙
)

 
 
 
 
 
 
(
い
し
成
)
 
(
一
石
梨
力
)

与
州
瓜
到
来
、
一
 
 
薮
＋
五
送
ま
い
ら
せ
候
夜
中
造
作
二
て
候
、
御
志
之
至
別
可
賞
翫
候
、

一
段
之
熟
瓜
、
当
年
者
珍
敷
初
上
二
候
、
令
祝
着
候
、
謹
言

 
 
 
 
七
月
五
日
 
 
 
隆
景
(
花
押
)

 
 
 
［
-
i
f
I
 
一
「
(
宛
隻
レ
テ
見
エ
ズ
)

 
 
二
十
四
、
小
早
川
隆
景
書
状
(
切
紙
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス
レ
テ
 
 
エ
ズ
 

重
而
其
元
之
儀
、
辛
労
之
至
重
翁
気
分
如
何
□
候
、
一
 
.
 
 
］
追
ζ
望
之
通
井
伯
進
候
、

三
階
相
心
得
申
候
、
初
如
申
候
、
一
両
日
逗
留
其
趣
者
全
切
々
可
被
申
越
候
、
.
 
尚
口
上
二
申

候
、
謹
言

 
 
六
月
七
日
 
 
夕
景
(
花
押
)

 
 
 
 
 
 
(
道
)

 
 
 
杉
太
入
と

 
 
二
十
五
、
小
早
川
隆
景
書
状

 
 
(
虫
喰
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
〃
芸
国
)

以
一
-
-
-
「
可
申
述
候
、
御
上
洛
之
御
支
度
肝
要
候
、
従
吉
田
到
来
之
内
彼
使
者
、

無
所
望
候
条
先
以
之
三
嘆
、
為
御
分
別
候
、
恐
ぐ
謹
言

 
 
 
 
十
月
廿
日
 
 
 
 
 
 
 
隆
景
(
花
押
)

(
切
封
・
暴
引
)

左
衛
門
佐

□
逗
留
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二
十
六
、
毛
利
即
応
自
筆
書
状
(
折
紙
)

 
 
 
(
前
 
欠
損
)

(
カ
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
留
力
)

一
遂
 
 
 
 
 
 
儀
之
由
仁
、
貴
下
御
逗
 
 
 
 
「
候
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 

条
「
 
 
天
被
及
礼
候
者
、
可
相
禮
二
も
被
期
吉
事
候
、

 
 
 
十
月
五
日
 
 
右
馬
頭
賢
島
(
花
押
)

(
以
下
折
返
し
)

 
安
国
寺
 
(
欠
損
)

 
 
 
 
［
 
 
 
l
U

一一

¥
七
、

(
萌
X
庵
×
宿
) 毛

利
畑
瀬
書
状

一
事
、

 
 
 
ガ
 

候
者
［
U
為
本
望
候
、

 
 
先
日
申
入
之
様
、

恐
懊
謹
言

国
元
(
花
押
)

謹
上
興
禅
寺
侍
者
禅
師
 
右
煽
頭
奥
歯

二
十
八
、
毛
利
輝
元
書
状

為
歳
暮
之
御
祝
儀
一
種
進
入
候
、

 
 
 
十
二
月
廿
八
日

 
興
禅
寺
 
侍
者
禅
師

二
十
九
、
毛
利
輝
元
書
状

祇
薗
前
橋
之
事
申
付
候
、

付
之
候
馬
恐
ぐ
謹
言

 
 
 
十
一
月
五
日

筑
後
之
儀
、
星
野
一
人
事
由
予

診
ζ
謹
言

 
 
 
 
 
 
 
カ
 

東
密
被
罷
一
［
然
之
条
、

選
任
嘉
例
計
候
、

輝
元
(
花
押
)

弥
縫
対
五

戸
期
重
慶
候
、
恐
ぐ
謹
言

涯
分
被
副
心
相
調
様
、
御
短
息
可
為
祝
着
候
、
奉
行
祇
薗
坊
申

輝
元
(
花
押
)

 
 
三
十
、
毛
利
輝
元
書
状
写

歳
暮
之
鯉
齢
否
有
条
之
趣
、
舞
舞
壱
折
令
遣
献
候
、
表
御
祝
儀
計
候
、
猶
明
春
可

申
述
候
、
鮎
子
謹
言

 
 
 
十
二
月
廿
八
日
 
 
 
輝
元
(
花
押
写
)

 
 
興
禅
寺
 
衣
鉢
閣
下

為
歳
暮
之
儀
・
ご
進
.
 
壷
議
令
祝
着
候
、
明
春
早
善
審
申
候
、

 
 
 
十
二
月
廿
八
日
 
 
 
輝
元
(
花
押
写
)

 
 
興
禅
寺

(
脚
文
墨
知
被
越
境
黒
潮
方
口
惜
候
、
上
期
雄
馬
候
、
恐
ζ
謹
言

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
輝
元
(
花
押
写
)

 
 
興
禅
寺
足
下

恐
ζ
謹
言

今
度
万
部
付
而
宮
嶋
可
被
渡
海
様
御
辛
労
無
申
 
此
問
不
相
知
大
願
成
就
尤
令
満
足
候
、
伽

祈
念
御
巻
数
井
百
疋
送
給
候
、
目
出
候
、
猶
 
此
間
不
相
知
可
申
候
、
恐
ぐ
謹
言

 
 
 
卯
月
四
日
 
 
 
輝
元
(
花
押
写
)

 
 
興
禅
寺
尊
報

藻
製
鯉
鷲
彼
蒸
繍
鰻
一
-
深
填
楓
初
鶏
塒

相
二
引
合
於
妙
寿
寺
披
見
相
成
候
様
二
申
合
候
、
当
家
之
嘉
事
之
内
二
而
候
へ
共
、
右
之
通

無
拠
出
家
衆
所
望
二
而
遣
候
事

三
十
一
、
毛
利
輝
元
加
冠
状

 
 
加
 
冠
 
 
元

慶
長
二
年
二
月
十
四
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
(
花
押
)

 
 
 
 
 
宮
彦
次
郎
殿

 
三
十
二
、
毛
利
輝
元
判
物

 
 
任

 
 
 
右
兵
衛
尉

慶
長
拾
壱
年
正
月
七
日
(
輝
元
)

 
 
 
 
 
 
(
(
花
押
玉
手
)
)

  

@ 

剏
ｴ
与
七
郎
殿
§
閥
閲
録
二
六
＋
八
所
収

三
十
三
、
毛
利
輝
元
判
物

任
 
 
与
兵
衛
尉
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慶
長
拾
九
年
十
二
月
廿
八
日

 
 
 
 
 
 
 
 
(
花
押
)
(
輝
元
)

 
 
 
 
 
宮
彦
二
郎
と
の
へ

三
十
四
、
河
野
通
宣
書
下
(
譲
状
)

 
一
所
り
や
う
こ
ん
い
ん
の
事

 
一
く
 
し
ゃ
う
志
づ
の
事

 
 
 
 
申
合
所
也

 
 
 
 
 
 
ヘ
ヨ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
進
 
退
)

右
せ
ん
れ
い
の
む
年
に
ま
か
せ
て
そ
う
く
御
志
ん
多
い
あ
る
へ
き
も
の
な
り

 
 
 
天
文
廿
四

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
通
)

 
 
 
 
 
二
月
廿
二
日
 
 
 
 
 
み
ち
宣
(
花
押
)

 
 
む
め
さ
ま
参

三
十
五
、
河
野
通
塗
下
文
写
(
河
野
氏
関
係
文
書
写
)

 
下
 
玄
蕃
允
知
行
分
嘉
事
、
所
申
付
也

右
前
任
先
例
之
旨
、
進
退
領
掌
不
可
有
相
違
慰
籍
如
件

 
 
鬼
瀬
十
一

 
 
 
 
十
二
月
十
五
日
 
牛
福
二

 
 
 
杉
原
太
郎
左
衛
門
尉
殿

一
所
吉
藤
村
上
越
後
守
指
分
之
事

申
付
者
也

右
脳
任
先
例
之
旨
、
進
退
不
可
有
相
違
之
状
如
件

 
永
禄
＋
三
年

 
 
 
三
月
十
五
日
 
牛
福
判

 
 
 
杉
原
太
郎
左
衛
門
殿

府
申
、
安
用
一
跡
所
従
之
事
、
所
申
付
也

右
早
任
先
例
紅
樹
、
進
退
領
掌
不
可
有
相
違
之
状
如
件

 
元
亀
球

 
 
三
月
廿
六
日
 
牛
福
料

 
 
 
 
杉
原
太
郎
左
衛
門
尉
殿

風
早
郡
之
内
二
郷
一
坐
役
職
一
事

預
置
所
也

右
任
先
例
之
旨
、
公
用
等
馳
走
不
可
有
無
沙
汰
之
状
如
件

一
、
差
彫
吾
牛
福
判

 
 
 
 
杉
原
太
郎
左
衛
門
尉
殿

ヘ
マ
ヘ
リ

太
内
之
郷
、
福
角
之
内
養
畜
寺
郵
書

宛
行
所
也

右
早
任
先
例
之
旨
、
進
退
領
掌
不
可
有
相
違
之
状
如
件

 
天
正
七
年

 
 
 
卯
月
十
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力
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外
数
＋
倉
泊
鯵
、
新
藷
)
へ
被
呼
越
討
は
た
さ
喉
、
其
罐
る
い
な
き
高
名
ニ
ケ
所

被
仕
候
て
、
切
き
す
三
ケ
所
お
い
、
又
お
い
さ
と
申
さ
い
所
こ
て
ぎ
居
候
を
吉
川
衆
う
た
れ
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(
深
手
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)

候
へ
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付
候
て
、
右
か
た
腹
ふ
か
て
負
革
て
、
昨
日
一
日
ミ
の
時
二
死
去
候
、
中
ζ
不
及
是

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
 

非
候
、
御
老
母
御
心
望
め
ん
ほ
く
な
く
存
候
、
女
子
二
人
候
、
何
も
お
な
し
や
う
に
合
力
之
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儀
程
所
鑛
、
呉
ぐ
は
た
皇
。
の
お
も
葦
。
ハ
ふ
く
引
船
駄
志
ち
を
取
置
候
、
暑
士
口

川
衆
引
取
か
た
↓
ご
由
候
処
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、
太
郎
左
衛
門
覚
悟
候
て
、
彼
や
と
へ
切
入
、
人
質
引
連
さ
し
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出
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て
、
千
代
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ふ
、
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さ
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も
の
と
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ん
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に
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り
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敵
を
う
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ふ
せ
て

 
 
 

く
ひ
取
候
、
其
後
又
は
る
く
行
射
て
、
ふ
か
て
お
い
如
此
候
、
と
か
く
無
申
事
候
、
某
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

た
と
力
を
と
し
ま
い
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、
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ひ
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者
と
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、
あ
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儀
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せ
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今
一
人
の
事
も
か
い
ふ
ん
取
立
申
候
へ
く
候
、
其

段
ハ
い
よ
ノ
＼
御
心
安
か
る
へ
く
候
、
恐
ζ
謹
言
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本
文
書
、
閥
閲
録
巻
六
十
八
所
収

ていつ書 に文
原
一椙

以
上
、
中
世
関
係
の
文
書
を
紹
介
し
た
が
、
椙
原
家
の
文
書
中
に
は
、
な
お
戦
国
期
と
思
わ

れ
る
無
年
号
文
書
が
数
点
あ
り
、
近
世
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
は
二
百
点
を
越
え
る
多
数
で

あ
る
が
、
虫
損
、
湿
気
に
よ
る
破
損
な
ど
で
解
読
が
進
ん
で
い
な
い
。
近
年
、
旧
毛
利
家
臣

の
古
文
書
は
「
萩
藩
閥
閲
録
」
 
(
山
口
県
立
文
書
館
刊
行
)
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
原
文
書
と

の
対
校
も
進
め
ら
れ
て
居
り
、
椙
原
家
の
文
書
も
そ
の
事
業
進
展
に
よ
っ
て
一
段
と
解
明
が

出
来
よ
う
し
、
ま
た
そ
れ
に
寄
与
出
来
よ
う
か
と
思
っ
て
い
る
。

な
お
、
本
文
書
の
紹
介
お
よ
び
調
査
に
当
っ
て
、
終
始
福
岡
県
立
香
稚
高
校
教
諭
山
崎
正
法

氏
の
懇
篤
な
る
協
力
を
得
た
。

凡
 
例

本
文
書
解
読
に
当
っ
て
、
虫
喰
い
、
欠
損
箇
所
及
び
判
読
し
難
い
箇
所
は
□
お
よ
び
［
目

で
示
し
、
 
(
)
は
筆
者
の
案
、
或
は
訂
正
文
、
 
(
マ
・
)
は
意
昧
が
と
り
難
い
が
六
経

の
ま
ま
と
い
う
意
、
な
お
変
体
仮
名
、
当
字
等
は
通
用
体
に
改
め
た
。

(
昭
和
4
5
年
9
月
1
9
日
受
理
)
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